
（様式 8.1 当センター単施設研究用）                                             ver3.1 

西暦  2026年  3月 24日 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する情報の公開について 

 

 当センターでは、下記の研究を実施しております。この研究は、「人を対象とする生命科学・医学系研

究に関する倫理指針」に基づいて、研究対象者となられる方から同意をいただくことに代えて、情報を

公開することにより実施しております。この研究に関するお問い合わせ、研究参加への拒否依頼などが

ありましたら、下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

記 

研究機関名 地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪母子医療センター 

研究課題名 無痛分娩患者における分娩満足度に影響する因子についての検討 

研究責任者 

氏名・所属部署 

地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪母子医療センター  

産科 藤内伸智 

研究対象者 

（研究対象者等が自身
が対象者であると容易
に知り得るように記載） 

2023/02-2025/09に硬膜外無痛分娩を実施し、生産となった単胎で、産後に満足度表

に回答した症例 

研究期間 研究実施許可後～2027年 3月 31日 

研究目的・方法 

（意義、目的、方法、

試料等の二次利用等） 

分娩における満足度(分娩満足度)は、分娩経過や新生児転帰など多様な要因に規定

されます。無痛分娩における分娩満足度は、これらの要因に加え鎮痛効果に対する

もの(無痛満足度)も加わり、その構成・評価はより複雑になります。 

しかし、従来の報告では、無痛分娩の満足度は主に無痛満足度に基づいて評価され

てきており、分娩全体の満足度に焦点を当てた研究は十分ではありません。 

そこで私たちは、無痛分娩患者における分娩満足度に影響を与える因子について検

討を行うことを目的として研究を行うことにしました。 

研究に用いられ

る試料・情報の項

目や種類 

妊娠分娩歴、体重、合併症、分娩様式、分娩時間、重症新生児仮死、新生児死亡、

患者満足度、運動神経障害、嘔気、足のしびれ、掻痒感などの分娩中や出生後の情

報を収集し、解析に用います。 

個人情報は収集後ただちに個人を特定できる情報を削除して対応表を作成し、紙媒体

は鍵付きロッカーに、ネットワークから切り離されたコンピューターを使用して記録された外部記

憶媒体（USBなど）は施錠可能な場所に厳重に保管いたします。研究成果発表後、5年保管し、

その後、適切に廃棄いたします。 

研究計画書などの研

究関連資料の入手方

法、または閲覧方法 

本研究の研究対象者(等)が、研究計画書及び研究の方法に関する資料を入手または

閲覧をご希望される場合、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護等に支障

のない範囲で入手、または閲覧ができます。下記の問合せ先までご連絡ください。 

個人情報の開示

に係る手続き 

本研究の研究対象者(等)から、個人情報の開示の求めがあった場合、保有する個人

情報のうちその本人に関するものに限って、地方独立行政法人大阪府立病院機構 個

人情報の取扱及び管理に関する規程に基づいて、開示手続きをとりますので、 



下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

照会先および研

究への利用を拒

否する場合の連

絡先 

地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪母子医療センター  

大阪府和泉市室堂町 840番地 

産科  藤内伸智    電話 0725-56-1220（代表） 

 


